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外 科 的 感 染症 に対 す るCefpiramide (SM-1652)の 臨 床 効 果 の検 討

山 本 博 ・古 原 清 ・木 梨 守 ・志村 秀彦

福岡大学医学部第一外科学教室

新 しいセフエム系抗生物質Cefpiramide (CPM,SM-1652)は,グ ラム陽性菌に対してもグラ

ム陰性菌に対 しても抗菌スペ クトラムをもち,ま た血中濃度も高 く,持 続的であるとされている。

今回,術 後感染症の6例 に本剤を使用して次の結果を得たのでここに報告する。

症例は化膿性胆管炎1,術 後腹腔内感染4,直 腸切断後会陰部創感染1の 計6例 であった。

投与方法はいずれもCefpiramide 1gを5%ブ ドウ糖250mlに 溶解 して点滴静注した。これ

を1日2回,投 与総量は10～14gで ある。

臨床成績は著効1例,有 効3例,や や有効1例,無 効1例 で有効率は67%で あった。

菌種別消失効果は,E.coli2, S.marcescens 1, P.mirabilis 1, P.putrefaciens 1, B.fragilis

1,B.distasonis1は,全 株消失 したが,P.aeruginosa1株 は減少,P.cepaciaに ついては減少

1,不 変1で あった。

本剤使用の前後における諸検査データについては特記すべきものはなく,ま たみるべき副作用は

なかった。

以上の結果 より,本 剤は外科術後感染症に対して有用性ある抗生物質 と認められる。

Cefpiramide(CPM,SM-1652)は 住友化学工業(株)

と山之内製薬(株)と の共同で新しく開発されたセフェ

ム系抗生物質で,グ ラム陽性菌に対してもグラム陰性菌

に対しても抗菌スペクトラムをもちPseudomonas sp.

に も優れた抗菌力をもつとされている1)。また本剤を静

脈内投与 した場合の血中濃度は高 く,半 減期は4～5時

間と従来のセフェム系抗生物質より持続的であるが連続

投与による蓄積性はみられない2)。 また胆汁中への移行

が優れているのも本剤の一つの特徴である2)。

本薬剤はFig.1の よ うな化学構造式 で7位 側鎖に

hydroxypyridine;基 を有 し,3位 側鎖にはtetrazole

を もっている。

われわれは今回外科的感染症6例 に本剤を投与 し,そ

の臨床効果,細 菌学的効果および副作用などについて検

討する機会を得たので報告する。

I. 対象患者および投与方法

対象患者は昭和56年2月 から56年8月 までの間に

福岡大学病院第1外 科に入院した感染症6例 で,い ずれ

も基礎疾患を有する49歳 から57歳 までの成人,男 性

2例,女 性4例 であった。

基礎疾患は,胆 石症術後,胃 癌,盲 腸癌,直 腸癌,巨

大結腸症,イ レウス各1例 である。

投与方法は各例とも1回1gを5%ブ ドウ糖250ml

に溶解,1日2回 点滴静注により投与した。投与期間は

5日 間2例,6日 間1例,7日 間3例 で,総 投与量は

10g2例,12g1例,14g3例 であった。その間,他

の抗生剤の併用は行なわなかった。

Table1に 示すように対象とした感染症は化膿性胆管

炎1,術 後腹腔内膿瘍4,直 腸切断後会陰部創感染1で

ある。

臨床効果判定の基準は次のとおりとした。

著効:自 覚的所見の消失,他 覚的所見の正常化および

起炎菌の陰性化のいずれもが5日 以内に認め られた場

合。

有効:上 記3項 目の うち2項 目に改善,正 常化・陰性

化があった場合。

やや有効:上 記3項 目の うち1項 目に改善,正 常化・

陰性化が認められた場合。

無効:い ずれにも改善がみられないかまたは増悪した

場合。

Fig. 1 Chemical structure of CPM

Sodium (6 R, 7 R)-7-[(R)-2-(4-hydroxy-6-methy1-3-

pyridyl carboxamido)-2-(p-hydroxyphenyl) acet-
amido]-3- {[(1-methy1-1H-tetrazol-5-y1)thio] xneth-

yl) -8-oxo-5-thia-l-azabicyclo [4. 2. 0] oct-2-ene-2-
carboxylate
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Table 1 Clinical case of CPM treatment

II. 成 績

1. 細菌学 的 効果

本薬剤 の使用 前 に検 出 した分 離 菌 の推 移 に つ い て み る

とE. coli 2株 消 失,S.marcescens 1株 消 失,P.mi-

rabilis 1株 消 失,P. aeruginosa 1株 減 少,P.cepacaa

1株 減少,1株 不変,P.putrefaciens 1株 消 失,嫌 気

性菌ではB.fragilis 1株 消失,B. distasonis 1株 消 失

であ り,本 剤 投与 後 新 た に検 出 され た菌 株 は 認 め な か っ

た。

2. 臨床成 績

対象患者 はいず れ も基礎 疾患 を有 す る が 感 染症 と して

は化膿性胆 管炎1,術 後 腹 腔 内膿 瘍4,直 腸 切 断後 会 陰

創感染1で あ る。臨 床 効 果 は分 離 菌 の推 移 と共 にTable

2に 示す。

著効1,有 効3,や や有 効1,無 効1で,有 効 率 は

67%で あ った。

各症例に つい て次 に 示 す。

症例1H.K.54F.化 膿 性 胆管 炎

20年 前胆摘,総 胆 管 十二 指 腸 吻 合術 を受 け,そ の 後

とくに症状 な く経 過 して い た が 昭和56年1月18日 昼 食

前突然右季 肋部痛 を 来 た した。 同時 に 発 熱 が あ り翌19

日当科 に入院,急 性 化膿 性 胆管 炎 と して 減 圧 ドレナ ー ジ

のためPTCDを 施 行 した。 胆 汁 か らS .marcescens,

E. coli,P.putrefaciens餌〃θ卿6ゴ膨 ε を 検 出 した。 一 旦 下 熱 して い

たが2月24日 悪感 と共 に39℃ に発 熱 し25日 か ら 本 剤

を1回1g,1日2回 点 滴 静 注 に よ り総 計10gを 投 与 し

て,次 第に下 熱,投 与 前6(+)で あ ったCRPは2(十)

と下降 し5日 間 の使 用 で胆 汁 中,菌 は 陰 性 化 した 。 有効

例である。

症例21.S.49M.術 後腹 腔 内膿 瘍

胃癌で胃全摘出後2週 目,腹 腔 ドレン分泌物か らP.

cepaciaを 検出し本剤1回1g,1日2回 総計14gを 投

与 した,使 用後も膿性分泌物からはP.cepaczaが 分離

され,37.2° ～37.4℃ の熱発状態も分泌物量も不変のた

め無効 として他剤に変更 した。

症例3K.Y.55F.術 後腹腔内膿瘍

上行結腸癌のため右半結腸切除術施行後,腹 腔 ドレン

から赤褐色膿性の分泌が続 き,悪 臭が強 くAMKで 効

果無きため本剤に変更 した。膿汁からはB.fragilis,

B.distasonisを 検 出していたが,本 剤1回1g,1日2

回の使用によって2日 目には悪臭殆ど消失 し5日 間の使

用で菌 も陰性化,分 泌物も減少 しやがて治癒退院 した。

著効例である。

症例4T.H.56M.術 後腹腔内感染

腸捻転のため15才,17才 で再度開腹術を受けたが,

その後便秘傾向が続 き,巨 大結腸症の所見を呈するに至

っていた。昭和56年 夏から腹部膨満は一段 と著明とな

り7月28日 左 半結腸切除を受けた。術後 ドレンから排

膿が続 きP. cepaciaを 検出したため本剤を1回1g,1

日2回 点滴静注により計14gを 投与 した。 排膿量やや

減少し菌量も減少 した。やや有効 と認めた。

症例5O.S.57F.腹 腔 内膿瘍

イレウスのため7月31日 開腹し空腸を約20cm切 除

したがその後腹腔 ドレンからの分泌物が膿性とな りP.

aeruginosaを 検出,TOB,TIPC無 効 のため本剤1回

19,1日2回 投与 した。細菌学的に菌量の明らかな減少

をみたほか37℃ 前後の発熱がみられなくなった。有効

と判定した。

症例6K.K.53F.直 腸切断後会陰部感染

直腸癌のため8月6日 腹会陰式直腸切断術を施行した
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Table 2 Clinical results of CP111 treatment

Fig. 2 Changes of laboratory findings after CPM treatment

が,会 陰創から膿性滲出液をみるようにな り分泌液から

P.mirabilisとE.coliを 分離 した。CET無 効 で本剤

1回1gを1日2回 点滴静注によ り投与,体 温は3日 目

平熱となり7日 目には菌は陰性化した。同時に分泌液量

の減少,創 の清浄化,疼 痛の軽減がみられ有効と判定 し

た。

3. 副作用

全例,臨 床症状を呈するような副作用は認められなか

った。本剤使用前後の臨床検査値の変動をS-GOT, s-

GPT,ア ル カリフォスファターゼ,尿 素窒素,ク レアチ

ニンについてFig.2に 示 す。特に問題 となる点はなかっ

た。

III. 考 察

CPMは 新たに開発された セ フエ ム系抗生物質 であ

り,強 力で幅広い抗菌スベクトラムを有し,特 に緑膿菌

を含むブドウ糖非発酵性グラム陰性菌の多くに強い抗菌

力を示し殺菌力も強いとされている1)。 また血中濃度は

従来のセフェム系抗生剤より持続的で高い血中濃度を保

つが,連 続投与での蓄積もみられないのも一つの特徴と

され2),毒 性試験や薬理試験 な どでその安全性が確認さ

れ臨床的に有用性が期待されている。

胆管炎の症例はPTCDを 行 ない ドレンから排出され

た胆汁からS.maycescens, E.coti, P.putrefaciensを

検 出したものであるが,本 剤5日 間109の 投与で,全

菌株の消失をみ,下 熱,排 液量の減少をみた。

術後腹腔内膿瘍の症例は4例 であ り検出菌はP, aeru.

ginosa 1株,P. cepacia 2株rB. fragilis 1株,且

distasonis 1株 であったが本剤5～7日 間,10～14gの
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投与でB. fragilis,B.distasonisは 消 失,P.cepatia

は1株 減少,1株 不 変 で,P.aeruginosa 1株 は菌 数 の

減少を認 めた。著 効1,有 効1,や や 有 効1,無 効1で

あった。著効 例 は盲腸 癌 の ため 右 半 結 腸 切 除 術 を施 行 後

腹腔 ドレンか ら 悪 臭 の あ る 赤 褐 色 膿 性 分 泌 物 が 続 き

Amikacin (AMK)無 効 で あ っ たが 本 剤 の投 与 で悪 臭 は

消失,分 泌液 も減 少 してや が て創 は治 癒 した も の で,嫌

気性菌であるB. fragilis,B.distasonisを 認 め て い た

が,本 剤 に よってい ずれ の菌 株 も消 失 した例 で あ る。

胃全摘後 の症例 と 巨大 結 腸 で 左 半 結 腸 切 除 後 の症 例

は,い ずれ も腹腔 内 ド レンか らP.cepaciaを 検 出 した

が,本 剤 の使用 に よ って,1例 は菌 量 の減 少 を み た も の

の,他 の1例 で は変 化 がみ られ なか った,や や 有 効 と無

効の症例 であ る。 イ レ ウス で腸 切 除 後 に 腹 腔 ドレ ンか ら

排膿をみ た症 例 ではP.aeruginosaを 検 出 した 。 本 剤6

日間129の 使用 で,菌 数 の 減 少,分 泌 量 の 減 少 を み と

め有効 と判定 した。

直腸癌の ため直 腸切 断 術 を 行 な った 後,会 陰 部 創 の 感

染を来た した ものは創 か らP.mirabilisお よびE.coli

を検出した。本 剤7日 間14gの 投 与 で 両 株 と も消 失,分

泌物の減少,疼 痛 の軽 減 を み た 症 例 で 有 効 例 で あ った 。

このよ うに全 症 例 を通 じて,S. marcescens 1株,E.

coli 2株,P.mirabilis, P.putrefaciens, B.fragilis,

B.distasonisな どに消 菌 効 果 が あ り 強 い 抗 菌 力 を 示 し

た。B.fragilis, B.distasonisな ど嫌 気 性菌 に 消 菌 効 果

がみ られたのが 興味 深 い 。

Pseudomonas sp.に 対 して は,P.aeruginosa 1株 減

少,P.cepacia 1株 減 少,1株 不 変,P.putrefaciens

1株 消 失 の 抗 菌 力 で あ った 。

この よ うな細 菌 学 的 効 果 は お お む ね 本 剤 の 基礎 的 研 究

に よ って 明 らか に さ れ た 抗 菌 作 用 と,大 体 一 致 す る 結 果

と考 え られ る。

IV. む す び

新 し く開 発 され た セ フ ェム系 抗 生剤 で あ るCPMは

強 力 で幅 広 い抗 菌 ス ペ ク トラム を有 して い る。 この薬 剤

を 外 科 的 感 染 症6症 例 に使 用 した。 胆 管 炎1,術 後 腹 腔

内膿 瘍4,直 腸 切 断 後 会 陰 部 創 感 染1の6感 染 症 で あ

る。 臨 床 的 に著 効1,有 効3,や や 有 効1,無 効1で 有

効 率67%の 成 績 を 得 た 。

細 菌 学 的 に はE. coli 2株,S. naarcescens, P.mira-

bilis, P.putrefaciensが 消 失 し,嫌 気 性 菌 に 対 して も

B.fragilis, B.distasonisに 対 し て 消菌 効 果 が み られ

た 。

Pseudomonas sp.に 対 して はP.aeruginosa 1株 減

少,P.ce pacia 1株 減 少,1株 不変 で あ った が,P.pu-

trefaciensの1株 は 消 失 した。

各 症 例 に 副 作 用,臨 床 検査 値 の 異 常 は み ら れ なか っ

た 。 これ らの こ とか らCPMは 外 科 的 感 染 症 に 対 し て

有 用 な新 しい薬 剤 で あ る と考 え る。
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CLINICAL STUDIES ON CEFPIRAMIDE (SM-1652) IN

POSTOPERATIVE INFECTION

HIROSHI YAMAMOTO, KIYOSHI KOHARA, MAMORU KINASHI and HIDEHIKO SHIMURA

First Department of Surgery, Faculty of Medicine, Fukuoka University

Clinical and bacteriological studies were made on cefpiramide (CPM, SM-1652), a new cephem
derivative, in six postoperative infectious cases .

Effectiveness of cefpiramide was excellent for one, good for three , fair for one and poor for one
patient.

The effective rate was sixty-seven percent . No side effect was observed in any case.


